
（3） ひろしま市議会だより令和元年（2019年）12月

決算特別委員会（1０/１～２１）の主な質疑

災
害
弱
者
の
避
難
の
支
援

問　

災
害
弱
者
の
個
別
支
援
計
画
の
作
成
が

進
む
よ
う
に
対
策
を
と
る
べ
き
で
は
。

答　

避
難
行
動
要
支
援
者
の
う
ち
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
居
住
で
家
族
等
の
支
援
が
受

け
ら
れ
な
い
方
へ
個
別
訪
問
を
実
施
し
、
計

画
の
作
成
を
促
進
す
る
。

水
道
民
営
化
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と

問
　
世
界
中
で
失
敗
し
た
水
道
の
民
営
化
は

絶
対
に
し
て
は
な
ら
な
い
が
ど
う
か
。

答　

事
業
全
般
を
包
括
的
に
民
間

企
業
に
委
ね
る
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
方
式
の
導
入
は
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。

マ
ン
モ
ス
特
別
支
援
学
校
の
解
消
を

問　

児
童
・
生
徒
が
増
加
す
る
小
・
中
学
部

の
分
離
増
設
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

答
　
現
在
、
児
童
生
徒
数
推
計
の
精
査
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応

じ
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

学
校
施
設
の
整
備
状
況

問
　
小
・
中
学
校
の
特
別
教
室
の
空
調
設
置

状
況
は
、
ど
れ
く
ら
い
進
ん
で
い
る
か
。

答
　
音
楽
教
室
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
教
室
・
図
書
室
を
対
象
と
し

て
整
備
を
進
め
て
お
り
、

耐
震
化
と
あ
わ
せ
て
整
備

す
る
予
定
の
２
校
を
除

き
、
全
て
完
了
し
て
い
る
。

決
算
書
類
の
デ
ー
タ
に
よ
る
提
供

問
　
決
算
書
類
は
汎
用
ソ
フ
ト
で
利
用
で
き

る
電
子
デ
ー
タ
で
配
布
し
て
ほ
し
い
。

答　

電
子
デ
ー
タ
の
形
で
、
既
存
の
決
算
書

類
の
提
供
は
困
難
で
あ
る
が
、
事
業
ご
と
の

予
算
・
決
算
額
な
ど
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

れ
ば
提
供
可
能
で
あ
る
。

地
域
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
支
援

問
　
似
島
地
域
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
支

援
に
つ
い
て
、
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答
　
専
門
家
に
委
託
し
、
来
年
度
の
ビ
ジ
ョ

ン
作
成
に
向
け
て
、
方
向
性
の
整
理
及
び
将

来
像
・
課
題
に
対
す
る
住
民
の
意
識
の
共
有

を
図
る
。

災
害
備
蓄
食
料
の
見
直
し

問
　
災
害
時
の
有
用
性
の
高
い
液
体
ミ
ル
ク

を
備
蓄
食
料
に
加
え
て
は
ど
う
か
。

答
　
災
害
時
の
液
体
ミ
ル
ク
の
需
要
や
有
用

性
等
を
確
認
す
る
た
め
試
行
的
に
購
入
を
考

え
て
お
り
、
今
後
、
関
係
部
署
と
協
議
し
検

討
す
る
。

市
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
の
活
用

問
　
見
学
に
来
ら
れ
た
方
々
に
対
し
、
防
災

知
識
が
高
ま
る
展
示
品
等
の
工
夫
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　

展
示
を
創
意
工
夫
す
る
な
ど
、
見
学
に

来
ら
れ
た
方
々
が
、
共
助
や
命
の
大
切
さ
を

学
べ
る
よ
う
取
り
組
む
。

本
川
小
学
校
平
和
資
料
館
の
活
用

問
　
多
く
の
児
童
生
徒
が
見
学
す
る
べ
き
だ

が
、
当
該
資
料
館
の
開
館
時
間
は
。

答
　
今
年
度
か
ら
、
12
月
28
日
か
ら
１
月
４
日

を
除
き
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
開
館

し
て
い
る
。

資
源
ご
み
持
ち
去
り
禁
止
の
条
例
化
を

問
　
資
源
ご
み
持
ち
去
り
禁
止
の
条
例
化
を
検

討
す
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

答
　
持
ち
去
り
を
不
可
と
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
検
討
を
進
め
る
中
で
、
条
例
制

定
に
つ
い
て
も
手
法
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
。

ひ
と
り
親
学
習
支
援
の
拡
大
！

問
　
子
ど
も
が
参
加
し
た
く
な
る
よ
う
な
工
夫

を
含
め
、
事
業
拡
大
が
必
要
だ
。

答
　
利
用
実
績
や
課
題
を
踏
ま
え
、
募
集
定
員

や
実
施
箇
所
数
の
増
加
、
参
加
を
促
す
仕
組
み

な
ど
、
支
援
内
容
の
充
実
策
を
検
討
す
る
。

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
活
用

問
　
施
設
の
老
朽
化
が
進
む
中
、
今
後
の
整
備

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で
示
さ
れ
た

方
向
性
を
踏
ま
え
て
、
施
設
整
備
を
含
む
今
後

の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

最
終
処
分
場
の
状
況

問
　
玖
谷
埋
立
地
で
埋
め
て
、
恵
下
埋
立
地
で

埋
め
な
い
も
の
は
ど
う
処
分
す
る
の
か
。

答
　
不
燃
ご
み
の
う
ち
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

は
主
に
安
佐
南
工
場
で
、
産
業
廃
棄
物
の
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
民
間
処
理
施
設
で
処
分
す
る
。

道
路
照
明
灯
・
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

問
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
で
電
気
代
の
コ
ス
ト
は
ど
の
く

ら
い
削
減
で
き
る
の
か
。

答　

20
Ｗ
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
と
仮
定

し
た
場
合
、
電
気
代
は
年
間
約
１
億
２
千
万
円

か
ら
約
６
千
７
百
万
円
に
削
減
が
見
込
ま
れ

る
。

地
域
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

問
　
補
助
金
の
増
額
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
導
入
に
向
け
た
制
度
改
善
を
。

答
　
補
助
金
増
額
で
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
導
入
の
可
能
性
が
ど
れ

ほ
ど
高
ま
る
か
精
査
し
対
応

し
た
い
。
ま
た
、
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る

上
で
、
効
果
的
な
対
応
を
幅
広
く

検
討
し
た
い
。

霞
庚
午
線
の
整
備
計
画

問　
完
成
時
期
な
ど
今
後
の
見
通
し
は
。

答　

引
き
続
き
、
用
地
取
得
や
道
路
整
備
を

進
め
、
令
和
一
桁
代
後
半
の
完
成
を
目
指
し
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

障
害
児
の
送
迎
バ
ス
を
新
し
く
！

問
　
故
障
を
繰
り
返
す
療
育
セ
ン
タ
ー
の
園
バ

ス
は
新
し
く
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答
　
通
園
バ
ス
の
不
具
合
は
通
園
者
へ
の
影
響

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
事
態
を
解
消
で
き
る
よ

う
適
切
に
対
応
す
る
。

広
島
駅
南
北
自
由
通
路
に
い
す
を

問　
南
北
自
由
通
路
に
疲
れ
た
ら
休
憩
で
き
る

い
す
を
設
置
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答
　
供
用
後
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
現
時
点
で

は
難
し
い
が
、
今
後
、
駅
南
口
再
整
備
を
見
据

え
、
詳
細
に
検
証
し
、
設
置
可
能
か
研
究
し
て

い
く
。

　
　
市　
民　
連　
合

　
　
日  

本  

共  

産  

党

　
　

公　

明　

党

※紙面の都合上、掲載質問数
の上限は、各会派の人数按分
により決定しています。
※質疑の内容は、各会派から
の提出によるものです。
※質疑・答弁の趣旨を簡潔に
まとめているため、実際の発
言とは言い回しが異なること
があります。

本文中に赤表記した用語を解説しています用 語 解 説

総括質疑（10/7）

分科会（10/11）

●ＡＬＴ
　小・中・高校などの英語の授業で、日本人教師を補助する外国語指導助手。

●浅野氏関連事業
　浅野氏広島城入城400年記念事業。2019年は浅野長

ながあきら
晟が広島藩の藩主と

して広島城に入城して400年目にあたり、江戸時代の広島の文化に触れるこ
とのできるさまざまなイベントが開催されている。

●Ｈ
ヒ ロ シ マ

ＩＲＯＳＨＩＭＡ Ｆ
フ リ ー
ｒｅｅ W

ワ イ フ ァ イ
ｉ-Ｆｉ

　市が近隣市町等と連携して運用する、無料公衆無線ＬＡＮサービス（Wi-Fi
対応のパソコンやスマートフォンにより無料で利用できるインターネット接
続サービス）で、外国人旅行者の利便性と満足度を高め、「おもてなしの観光」
を推進することを目的としている。

●国民健康保険事業の県単位化
　国民健康保険法が改正され、平成30年度から都道府県が財政運営の責任主
体として、市町村とともに国民健康保険を運営している。

●平和首長会議
　昭和57年、当時の荒木武広島市長の呼びかけにより設立された国際機構。
世界の地方自治体で構成されており、世界163カ国・地域7,833都市の賛同を
得ている（2019年10月現在）。

●ひろしま保育・介護人材支援事業
　国の保育・介護人材の処遇改善等の対策を補完・補強する事業として、同事
業に加入する民間の保育・介護事業者の職員に対し、買物補助券等を発行し、
協力企業各店舗において買物支援サービスを提供している。本市では「ひろし
ま保育・介護人財サポート事業」という。

●似島地域活性化ビジョン
　似島の将来像の作成に向け、各種調査や住民の会合等を行い、住民や関係者
と将来の方向性を検討する取り組み。

●災害備蓄食料
　災害時に避難された方々が必要となる食料で、小学校等の生活避難場所や、
広島市民球場（マツダスタジアム）、市総合防災センターなどの防災備蓄倉庫
で、乾パン、クラッカー、アルファ化米を備蓄している。粉ミルクについては、
市立保育園で備蓄している。

●コミュニティバス
　地方自治体が、交通空白地域・不便地域の解消等を目的として運行を確保す
るバス。

●避難行動要支援者
　要介護度の高い高齢者や身体障害者の方など、災害時などに自ら避難する
ことが困難な方で、円滑・迅速な避難の確保を図るため特に支援を要する方。

　 市議会ホームページ、フェイスブックを開設しています。〔ホームページ〕www.city.hiroshima.lg.jp/gikai/　〔フェイスブック〕www.facebook.com/hiroshimashigikai/


